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写真4 スーザ 写真5 ヘルバーグ 写真6 ゲイブ
2）ジョン フィリップ スーザ：1854～1932 アメリカ人 作曲家・指揮者
























































































6）ラルフ ヴォーン ウイリアムス（1872～1958）イギリス人作曲家 オペラ，バレエ音楽，室内楽，交響曲を
作曲
また晩年にはニューヨークのマンハッタン音楽院やインディアナ州のインディアナ大学でチュー
バを指導することで後継者を育成することになった。
ウイリアム ベルが指導した弟子の中で現代の私たちも知るハーヴィー フィリップス
（HarveyPhilips）７）がよりチューバ界の発展へと大きく貢献し，より独奏曲の増加，チューバ
という楽器自体の地位向上とつながっている。
フィリップスは長年フリーランス奏者として活躍する中，ストコフスキー，ストラビンスキー，
G.シュラーなどという著名な作曲家，指揮者のパーソナルマネイジャーを務めた人物であり
音楽ビジネスでも力を入れ貢献した人物である。1974年には世界チューバ・ユーフォニアム教
会を設立し初代会長に就任し，その活動は活発になり世界へと連鎖していくことになる。多く
の作曲家にチューバという楽器を知ってもらうために自らニューヨークのカーネギーホールで
当時，活躍中の若手チューバ奏者を集めリサイタルを行い，多くの作曲家にチューバというも
のの演奏を聞いてもらった。その効果から多くの作品が現代まで生まれピアノ伴奏だけではな
く，様々な伴奏形態での作品が生まれ，時代の流れにより電子音楽による伴奏など新たな試み
での音楽表現がチューバによって試させる時代へと突入した。
下記が主な1950年以降の作品になる。
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出版年 作品名 作曲者・編曲者
1952Rubank出版 FaortyFathoms 編曲：W.Harold
1954Rubank出版 ChristmasNocturne 編曲：W.Harold
1954OxfordPress ConcertoForTuba 作曲：RalphVaughnWiliams
1955Schott SonataforTubaandPiano 作曲：P.Hindemith
1964Belwin RussianMedley 編曲：W.Bel
1966Shawaneepressinc SuiteforTuba 作曲：D.Haddad
1967RobertKingMusic ConcertinoforTubaandStrings 作曲：A.Frackenpohl
1968Peer-SouthernOrg. SonatinaforTubaandPiano 作曲：H.Stenvens
1971Shawaneepressinc Concertinofortuba 作曲：F.Bencriscutto
1973Shawaneepressinc VariationsforTubaandPiano 作曲：A.Frackenpohl
1976Novelocompany TubaConcerto 作曲：E.Gregson
1978EditionBMI ConcertoforTuba 作曲：J.koetsier
1980
AvailablefromComposer
SonataforTubaandPiano 作曲：T.RitterGeorge
1981BelwinMilsMusic
ConcertoforBasstubaandsym-
phonyOrc
作曲：R.Jager
1988HalLeonard Concertofortubaandorchestra 作曲：J.Wiliams
7）ハーヴィー フィリップス（1929～2010）チューバ奏者，インディアナ大学名誉教授
D.Haddad作曲「SuiteforTuba」
H.Stevens作曲「SonatinaforTubaandPiano」
R.Jager作曲「ConcertoforBassTuba」
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J.Wiliams作曲「ConcertoforTubaandOrchestra」
まとめ
西洋音楽史の中ではチューバの歴史は極めて短いものであり現代でも発展途上であり，演奏
法だけでなく楽器自体の性能も日々，進歩している。その中では，進化するチューバというの
は現代に生きる私たちにとっては興味深い楽器である。独奏楽器としてのチューバの地位は格
段に上がっている。しかしヴァイオリンやピアノのように常にメロディーを奏でる楽器という
よりも伴奏をする，バンドの縁の下の力持ち的なイメージは残っている。全ページのリストで
もお分かりのようにハーヴィー フィリップスが登場する1970年以降の作品が大幅に増えてい
るのが確認で着るであろう。彼の貢献どがいかほどであるか，またここ20年でインターネット
の普及でチューバの演奏がより簡単に聞くことができる時代になり急速なスピードでチューバ
への理解，可能性が多くの人へと広がっている。
最後にチューバの独奏曲がどのようにその歴史と共に発展したかを紐解いてみた。それぞれ
の時代に奏者，作曲者，聴衆，教育機関などが密接に絡み合い現代までチューバという楽器が
広く普及してきたことを今回の研究から読み取れる。
参考文献
TheAmericanSchoolMovementより インターネット
TheTubaSourceBookR.WinstonMorris&EdwardR.Goldstein
IndianaUniversityPress
TheArtofTubaandEuphoniumHarveyPhilips&WiliamWinkle
Summy-BirchardINC
213
千葉：チューバ ソロレパートリーの発展と独奏楽器としての地位214
